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今年度における通建連合「一斉安全休工日」の取り組みについては、各職場における

安全衛生委員会の場での協力要請は勿論のこと、ポスター掲示等による啓蒙活動を実施

させて頂きました。 

11月 11日（土）の結果を踏まえ、今年度の実施結果は以下の通りとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月の一斉安全休工日では、一部事業所において故障修理体制維持のために「未実施」

となりましたが、例年の 11 月と比較し当日実施の割合は高い結果となりました。読替

実施となった理由については「業務繁忙」が以前として多く 51％と半数を超え、次いで

「保守・保全・設備運営」が 34％となっており、年末にかけての工事繁忙状況が伺える

結果となりました。 

年間を通して読替実施となった理由の多くは「業務繁忙」となっており、年度末の繁

忙期に向けて、職場の体制整備を含めた皆が休める職場環境作りが必要であると判断し

ます。休むことにより心身共にリフレッシュを図り安全労働に繋げるためにも取り組み

を継続していきたいと考えますのでご協力をお願いします。 
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中央労働災害防止協会（中災防）は、「健康と安全で 幸せつなぐ年末年始」をスローガ
ンに、令和 5 年 12 月 1 日～令和 6 年 1 月 15 日までの期間において「年末年始無災害
運動」を展開しております。年末年始は慌ただしく、生活のリズムも変わりやすい時期で
あり、忙しい時ほど増加傾向にある労働災害に対し、日々の作業や安全衛生教育の中で注
意を促し、災害を未然に防ぐ必要があります。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

※中災防「年末年始無災害運動」リーフレットより抜粋 

年末年始は慌ただしい中での大掃除や機械設備の保守点検・再稼働等の作業が多くなる
ほか、積雪や凍結による転倒等の危険が増すことから、各事業場においては作業前点検の
実施、作業手順や交通ルールの遵守、非定常作業における安全確認の徹底、安全衛生保護
具の点検の実施、感染症予防を含めた労働者の健康状態の確認などに全員で取り組むこと
が一層重要となってきます。 
皆で力を合わせて無事に一年を締めくくり、明るい新年を迎えられるよう、安全・健康

への思いを新たにしましょう！ 

《 年 末 年 始 の 災 害 防 止 を 徹 底 し よ う ！ 》  


